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元茨木川堤（昭和４３年頃）

茨木村から茨木町、そして茨木市へと移り変わった地域の
様子を教えてください。
　茨木がまだ村だった頃、その範囲は、東西は茨木神社辺

りから東本願寺茨木別院辺り、南北は茨木川に沿って上泉

町北側辺りから茨木高等学校辺りの地域でした。明治時代

の初め以来、茨木村は三島地方の行政の中心地であり、商

業や教育の中心地でもありました。明治９年（１８７６年）

に官営鉄道が開通し茨木駅が設置され、これが後の茨木の

発展の基礎となりました。現ＪＲ茨木駅を中心として宅地

化が進み、それまで自然増程度であった人口は、増加率が

大きくなっていきました。

　茨木村は明治３１年（１８９８年）に茨木町へと変わり、や

がて大正時代に入っていきます。川端康成の作品には、大

正時代の茨木の風景や店舗などが描かれているものがあり

ます。

  昭和２３年（１９４８年）１月１日、茨木町・春日村・三島

村・玉櫛村の１町３村が合併して茨木市が誕生。市民生活

の安全と向上のため、警察署・消防署・市庁舎・図書館・

市民病院・電報電話局などが設けられました。昭和３０年

代から４０年代（１９５５年～１９７４年）には、大きな企業が

茨木市に進出してきました。昭和３８年（１９６３年）には

名神高速道路が、次の年には大阪中央環状線が通り、昭和

４５年（１９７０年）には隣の吹田市で日本万国博覧会が開催

され、茨木市内の商工業はますます発展していきました。

交通機関や学校などはどうでしたか。
　明治時代になって西国街道をはじめ亀岡街道・茨木街

道・中春日街道が国道・府道として整備されました。大正

時代中頃からは自動車の利用が増え、道路の重要性があら

ためて認識され、茨木鳥飼線・枚方茨木線などの府道がつ

くられました。昭和10年（１９３５年）には産業道路が開通

しました。　

　官営鉄道は明治２２年（１８８９年）には東海道線（東京～

神戸）が全通しました。乗合馬車は明治４０年（１９０７年）

から大正１２年（１９２３年）まで茨木街道で運行されていま

した。大正時代末頃から一般のバスが運行し、タクシーも

走り始めました。昭和３年（１９２８年）には新京阪線の天神

橋－高槻町間が開通し、現阪急茨木市駅が開設されました。

　学校教育については、明治５年（１８７２年）、政府はすべ

ての子どもたちに小学校教育を受けさせることを決めまし

た。明治６年（１８７３年）には、福井・茨木・島（現・玉

島）の各小学校が建てられ、その下に村落学校が設けられ

ました。茨木地方の子どもたちはこれらの学校に通いまし

た。明治２８年（１８９５年）には、府下で４番目の大阪府第

４尋常中学校（現・茨木高等学校）ができました。この学

校には日本で初めての学校プールが造られ、多くの水泳選

手が生まれました。明治４４年（１９１１年）には、茨木町ほ

か８か村学校組合立の三島女子技芸学校（現・春日丘高等

学校）ができ、その後、現在の６・３・３制の学校制度に

なりました。

茨木にはどのような産業があったのですか。
　明治１５年（１８８２年）、各村々から政府に出された物産

取調表によると、水尾村では米・麦・なたね・えんどうな

どの農産物やむしろ・縄などが作られ、ほかの地域では、

けし・うど・温室による園芸作物・キャベツなどが作られ

ました。手工業製品では寒天・木綿・酒・鋳物などが作ら

れ、中でも寒天は有名でした。明治１２年（１８７９年）には

近代的な設備をもった桑原紡績所ができました。水力を動

力源とした小規模なものでしたが、当時としてはすぐれた

技術を持った洋式機械工場で、多くの人が技術の習得に訪

れたそうです。また、印刷・友禅・織物などの工場もほか

の地域から進出してきて、工業は昭和１０年（１９３５年）の

産業道路開通と前後して盛んになっていきました。

人々の暮らしはどのようなものだったのですか。
　茨木には江戸時代から市場町としていろいろな職業の

人々が暮らしていました。元町や本町あたりには商店が集

まっていたので、生活用品や食料品はかなり流通していた

と思われます。年中行事は正月は餅つき、十日えびす、15日

は小正月と、現在とあまり変わりませんが、4月8日に「よ

うかび」という行事がありました。これは山にツツジを取

りにいくというもので、野良仕事が忙しくなる時期を前に、

新緑のひとときを楽しむというものだったのでしょう。

茨木ではたびたび水害があったようですね。
　茨木は明治から昭和にかけて、幾度か川の氾濫による大

きな水害に見舞われました。地域の人々からも川の改修を

求める声が上がりました。そこで、昭和１２年（１９３７年）、

安威川と茨木川を田中付近で合流させ、昭和１６年（１９４１

年）から約２年をかけて安威川一帯の改修工事を行いまし

た。これにより、一応氾濫の心配は遠のいたようです。

生活道具について教えてください。
　水道がひかれる前には、台所などで必要な水は井戸や川

から汲んできて水がめに溜めて使っていました。ガスや電

気がない頃は、かまどでまきを燃やしてご飯を炊き、わら

で作ったふごに入れて保温していました。食事は箱膳を

使っていました。箱膳の台の下には引き出しがあり、その

中に飯椀・汁椀・小皿・湯飲み・はしなどを入れて、し

まっておきました。

　暑さや寒さを和らげる方法として、夏にはうちわであお

ぎ涼をとり、すだれで直射日光を防ぎました。家のひさし

の日陰に床机を置き、夕方、表に出て夕涼みなどをし、大

人に混じって子どもたちも将棋などの遊びをしました。冬

には火鉢に炭や豆炭を入れて暖をとりました。また、掘り

ごたつなどもありました。寝るときには布団の中に行火や

湯たんぽを入れて暖かくして眠りました。
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　茨木市は昨年、市制６０周年を迎えました。茨木は明治３１年（１８９８年）に茨木村から茨木町になり、昭和２３年（１９４８年）に茨木市へと発展
していきました。その頃の茨木の村や町はどのような様子だったのでしょう。また、人々の生活はどのようなものだったのでしょう。 　茨木市
立文化財資料館を訪ねてお話を伺いました。

ひと昔前の茨木と人々の暮らし　～明治から昭和にかけての移り変わり～

くわのはら
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